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内　　　容 

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

本
年
が
実
り
あ
る
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
 

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
 

　
　
　
　
　
　
　
　
お
祈
り
い
た
し
ま
す
 

 　
皆
様
か
ら
の
日
々
の
ご
厚
情
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
諸
事
業
に
対

し
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
一
昨
年
秋
の
金
融
不
況
は
、
中
小
企
業
の

廃
業
始
め
大
企
業
を
含
む
経
済
界
に
大
き
な

打
撃
を
与
え
、
国
民
の
日
常
生
活
に
暗
い
影

を
落
と
し
続
け
る
と
と
も
に
将
来
あ
る
若
者

の
希
望
に
も
日
は
射
さ
ず
、
紙
面
に
上
る
「
解

雇
・
失
業
」
が
雇
用
の
現
状
の
厳
し
さ
を
物

語
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
収
入
の
減
少
は
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
手
控
え
や
住
宅
ロ
ー

ン
等
の
多
額
の
債
務
を
抱
え
日
々
の
生
活
に

苦
慮
さ
れ
、
子
ど
も
の
教
育
ま
で
及
ぶ
等
、

多
様
な
問
題
を
抱
え
る
世
帯
は
増
加
の
一
途

を
辿
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
こ
れ
に
対
し
、
国
に
於
い
て
「
生
活
福
祉

資
金
貸
付
制
度
の
効
果
的
な
支
援
が
で
き
る

よ
う
に
と
抜
本
的
な
見
直
し
が
な
さ
れ
る
と

と
も
に
「
国
民
一
人
ひ
と
り
が
安
全
と
安
心
、

生
き
が
い
を
実
感
で
き
る
社
会
の
実
現
す
る

上
で
最
も
重
要
な
基
盤
と
な
る
の
は
、
雇
用

の
確
保
で
あ
る
」
と
し
、
緊
急
雇
用
対
策
が

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
し
て
公
表
さ
れ
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
が
実
施
す
る
様
々
な
雇
用
施
策

の
み
な
ら
ず
、
自
治
体
が
実
施
す
る
住
宅
手

当
、
生
活
保
護
や
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施

す
る
総
合
支
援
資
金
（
生
活
福
祉
資
金
）
貸

付
等
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
を
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
て
一
元
的
に
受
け
ら
れ
る
「
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ
」
の
実
施
が

掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
致
し
ま
し
て

も
、
こ
れ
ら
の
関
係
機
関
と
の
情
報
の
共
有

と
連
携
を
密
に
し
、
地
域
の
民
生
委
員
の
ご

協
力
を
得
な
が
ら
少
し
で
も
解
決
に
結
び
つ

く
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
福
祉
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
に
応
え
る
た
め
、
福
祉
関
係
団
体
か

ら
の
ご
指
導
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
住
民

の
方
か
ら
の
お
力
を
拝
借
し
な
が
ら
対
応
し

て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
見
据
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

の
開
講
し
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
児
童
・

生
徒
へ
の
福
祉
教
育
を
推
進
し
次
世
代
育
成

に
も
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
 

　
結
び
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

 
社
会
福
祉
法
人
 

 
大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

会
長
 
酒
井
　
義
次
 

新
春
の
ご
挨
拶

新
春
の
ご
挨
拶
 

新
春
の
ご
挨
拶
 



２ 

　本年度も本会の会員募集を行いましたところ、次のようにご加入いただいております。 

皆さまからいただきました会費は、在宅福祉サービスやボランティア活動の推進、地域

福祉の充実等に活用させていただきます。本会では全世帯を目標といたしております。 

　未加入の世帯・法人等の方々についても、今後ご加入くださいますようお願いいたし

ます。 

　会員募集にご協力いただきました地区区長さんを始め地区役員の皆さまには、誠にあ

りがとうございました。 

一般会員・賛助会員 法人会員 

そ の 他 

  地 区 名 会 費 実 績 

秋　　　田 ２０７，０００円 

豊　　　田 ２６０，０００円 

大　屋　敷 １８５，０００円 

外　　　坪 １０３，５００円 

河　　　北 １７８，５００円 

余　　　野 ４２０，５００円 

上　小　口 １９０，５００円 

中　小　口 ２０７，５００円 

下　小　口 ４５４，５００円 

垣　　　田 １０５，５００円 

さつきケ丘 １２２，５００円 

町外一般・ 
賛助会員等 

９６，５００円 

合　　　計 ２，５３１，０００円 

社　数 口　数 会 費 実 績 

６７社 １４０口 ４２０，０００円 

 ６，１５０円 

平成21年度大口町社会福祉協議会　 

会費総額　 2,957,1502,957,1502,957,150円 
会員加入のご報告 

会員募集実績内訳（10月末現在） 
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（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）
 

ご
協
力
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
 

法
人
法
人
の
皆
様
皆
様
の
ご
紹
介
紹
介
 

ご
協
力
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
 

法
人
法
人
の
皆
様
皆
様
の
ご
紹
介
紹
介
 

ご
協
力
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
 

法
人
法
人
の
皆
様
皆
様
の
ご
紹
介
紹
介
 

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
 

法
人
の
皆
様
の
ご
紹
介
 

善
意
だ
よ
り

善
意
だ
よ
り

善
意
だ
よ
り

善
意
だ
よ
り

善
意
だ
よ
り

善
意
だ
よ
り

善
意
だ
よ
り

　
社
会
福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
大
口
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
あ
た
た
か
い
寄
付
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。
 

　
な
お
こ
れ
ら
の
善
意
は
、
大
口
町
の
社
会

福
祉
の
た
め
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
順
不
同
・
敬
称
略
 

 （
八
月
十
一
日
〜
十
一
月
十
八
日
お
取
扱
い
分
）
 

 田
中
　
敏
信
　
　
　
　
一
〇
〇
，
〇
〇
〇
円
 

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
大
口
ふ
れ
愛
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
，
〇
〇
〇
円
 

匿
名
希
望
　
　
　
　
　
　
　
二
，
五
〇
〇
円
 

丹
羽
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
〇
，
〇
〇
〇
円
 

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

    

�（福）
愛
生
福
祉
会
　
御
桜
乃
里
 

愛
知
北
農
業
協
同
組
合
　
大
口
支
店
 

㈱
青
山
製
作
所
 

（医）
医
仁
会
　
さ
く
ら
病
院
 

㈱
い
ず
み
 

�（副）
一
期
一
会
福
祉
会
 

㈱
一
宮
福
祉
サ
ポ
ー
ト
 

㈲
伊
藤
電
気
 

㈱
イ
ナ
バ
印
刷
社
 

岩
田
工
機
㈱
 

㈱
上
田
製
作
所
 

㈱
梅
田
鉄
工
所
 

大
口
自
動
車
㈱
 

㈲
大
森
新
聞
店
 

㈱
岡
谷
特
殊
鋼
セ
ン
タ
ー
 

川
村
熱
錬
工
業
㈱
 

兼
房
㈱
 

菊
八
重
会
 

㈱
木
村
屋
 

熊
沢
建
設
㈱
 

光
栄
木
材
工
業
㈱
 

佐
伯
総
合
建
設
㈱
　
尾
張
支
店
 

㈱
サ
カ
イ
 

㈱
三
五
郎
園
 

㈱
庄
村
製
作
所
 

㈱
シ
ン
エ
イ
 

㈲
寿
々
木
工
作
所
 

鈴
与
ワ
ー
ク
ス
㈱
 

㈱
ス
タ
ー
精
機
 

タ
イ
ム
技
研
社
会
貢
献
委
員
会
 

㈲
宝
製
作
所
 

田
中
産
業
㈱
 

中
日
コ
プ
ロ
㈱
 

中
日
保
安
設
備
㈱
 

㈱
東
海
鋳
造
所
 

㈱
東
海
木
材
相
互
市
場
大
口
市
場（
倉
庫
）
 

㈱
東
海
理
化
 

東
海
理
化
労
働
組
合
 

東
久
㈱
 

東
伸
㈱
 

㈱
巴
製
作
所
 

ト
ヨ
タ
紡
織
㈱
　
大
口
工
場
 

㈱
日
特
製
作
所
 

㈱
波
多
野
工
務
店
 

（社）
尾
北
医
師
会
 

㈱
尾
北
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

日
吉
鋳
工
㈱
 

福
玉
精
穀
倉
庫
㈱
 

福
玉
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
㈱
 

不
二
自
動
車
工
業
㈱
 

㈲
藤
原
商
店
 

㈱
前
田
グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
 

㈲
ま
さ
と
電
気
 

㈲
松
岡
自
動
車
 

㈱
松
屋
栄
食
品
本
舗
 

丸
栄
工
業
㈱
 

丸
周
建
設
㈱
 

㈱
丸
十
石
油
 

㈱
宮
地
業
務
店
 

㈲
宮
地
モ
ー
タ
ー
ス
 

三
佳
テ
ッ
ク
㈱
 

㈱
村
金
 

㈱
村
瀬
組
 

(学)
名
鉄
学
園
名
鉄
自
動
車
専
門
学
校
 

名
北
三
菱
自
動
車
販
売
㈱
 

ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
㈱
 

㈱
山
正
石
油
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秋
田
区
、
豊
田
区
、
大
屋
敷
区
、
外
坪
区
、

河
北
区
、
余
野
区
、
上
小
口
区
、
中
小
口

区
、
下
小
口
区
、
垣
田
区
、
さ
つ
き
ケ
丘

区
、
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
㈱
、
（学）
名
鉄
自

動
車
専
門
学
校
、
リ
ン
ナ
イ
㈱
、
兼
房
㈱
、

オ
ー
ク
マ
㈱
、
東
久
㈱
、
㈱
東
海
理
化
電

機
製
作
所
、
名
成
電
機
㈱
、
不
二
自
動
車

工
業
㈱
、
㈱
青
山
製
作
所
、
愛
知
北
農
業

協
同
組
合
大
口
支
店
、
大
口
町
役
場
、
大

口
町
商
工
会
、
大
口
郵
便
局
、
大
口
南
郵

便
局
、
（社）
尾
北
医
師
会
、
尾
北
看
護
専
門

学
校
、
憩
い
の
四
季
、
�（福）
一
期
一
会
福
祉

会
一
期
一
会
荘
、
�（副）
愛
生
福
祉
会
　
御
桜

乃
里
、
ア
ピ
タ
大
口
店
、
ヨ
シ
ヅ
ヤ
大
口

店
、
バ
ロ
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
大

口
店
、
バ
ロ
ー
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
大
口
店
、

�（福）
お
お
ぐ
ち
福
祉
会
、
喫
茶
ほ
ほ
え
み
、

（社）
大
口
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
、
大
口
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
大
口
第
一
団
、
町

民
の
み
な
さ
ま
 

（
敬
称
略
・
順
不
同
及
び
略
式
掲
載
）
 

大口町社会福祉協議会内 

大口町共同募金委員会 
大口町伝右1-35〒480-0126　 

《街頭募金の部》 《地域の部》 《職域・法人募金の部》 

小 計 

内 訳 募 金 額 

ふれあいまつり 

町 内３店舗  

町民体育祭 

62, 167円 
1, 570円 
31, 339円 
29, 258円 

内 訳 募 金 額 

小 計 

法 人 募 金 

職 域 募 金 

363, 668円 
303, 668円 
60, 000円 

《その他の部》 

内 訳 募 金 額 

団体などからの募金 

小 計 

個 人 募 金 

22, 433円 
30, 197円 

7, 764円 

地 区 募 金 額 

小 計 

下 小 口 区 

垣　田　区 

さつきヶ丘区 

外　坪　区 

河　北　区 

上 小 口 区 

中 小 口 区 

余　野　区 

秋　田　区 

豊　田　区 

大 屋 敷 区 

525, 800円 

120, 000円 

103, 000円 

211, 760円 
198, 500円 
417, 150円 
187, 500円 

187, 100円 
249, 100円 
219, 750円 

76, 990円 

2, 496, 650円 

【運動期間：10月１日～12月31日】（歳末たすけあい募金含む） 

（平成21年11月30日現在） 

平成21年度 赤い羽根共同募金実績報告 

21年度赤い羽根共同募金キャッチフレーズ 

～じぶんの町を良くするしくみ～ ～じぶんの町を良くするしくみ～ ～じぶんの町を良くするしくみ～ 
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愛
知
県
共
同
募
金
会
が
主
催
す
る
、
第
六
十
一
回
赤
い
羽
根
協
賛
児
童
生
徒
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
を

今
年
も
町
内
小
中
学
校
か
ら
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
応
募
作
品
総
数
書
道
四
三
三
点
、

ポ
ス
タ
ー
二
〇
六
点
の
中
か
ら
左
記
の
作
品
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
児
童
生
徒
の
み
な
さ
ま
並
び
に
町
内
小
中
学
校
関
係
者
の
方
々
に
厚
く
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

《
ポ
ス
タ
ー
の
部
》
 

　
◎
愛
知
県
共
同
募
金
会
 

　
　
　
佳
作
　
稲
波
琴
音
（
西
小
）
 

　
　
　
佳
作
　
伊
藤
早
織
（
大
中
）
 

　
　
　
佳
作
　
笹
山
晏
未
（
大
中
）
 

《
書
道
の
部
》
　
 

　
◎
愛
知
県
共
同
募
金
会
 

　
　
　
佳
作
　
水
野
英
恵
（
北
小
）
 

　
　
　
佳
作
　
佐
橋
美
音
（
西
小
）
 

　
　
　
佳
作
　
澤
田
裕
莉
香
（
大
中
）
 

     　
平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
一
日
（
土
）

大
口
町
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
　
四
階
　
ほ
ほ

え
み
ホ
ー
ル
に
て
、
「
第
二
十
一
回
大
口
町

福
祉
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
福
祉
の
つ
ど
い
に
は
、
森
町
長
様
を
始
め

斎
木
町
議
会
議
長
様
、
町
議
会
文
教
福
祉
常

任
委
員
の
皆
様
、
福
祉
関
係
者
の
ご
出
席
の

も
と
、
町
金
婚
表
彰
と
合
同
開
催
に
て
実
施

し
ま
し
た
。
 

　
式
典
で
は
、
町
金
婚
表
彰
・
町
長
感
謝
・

社
協
会
長
表
彰
及
び
感
謝
、
第
五
十
七
回
愛

知
県
社
会
福
祉
大
会
等
の
受
賞
伝
達
が
行
わ

れ
、
下
記
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
式
典
終
了
後
は
、
尾
北
地
区
聴
覚
障
害
者

福
祉
協
会
の
後
援
の
下
、
全
日
本
ろ
う
あ
福

祉
協
会
創
立
六
十
周
年
記
念
映
画
「
ゆ
ず
り

葉
」
が
上
映
さ
れ
、
参
会
の
皆
様
が
鑑
賞
さ

れ
ま
し
た
。
 

 町
金
婚
表
彰
状
 

　
二
十
一
組
の
ご
夫
妻
が
受
賞
 

町
長
感
謝
状
 

　
廣
 
瀬
　
 
艶
 
男
　
様
 

　
大
 
森
　
 
邦
 
代
　
様
 

　
江
 
口
　
　
ち
ほ
み
　
様
 

 町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
状
 

　
鈴
 
木
　
　
　
隆
　
　
様
 

 町
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状
 

　
近
 
藤
　
 
武
 
子
　
様
　
　
　
 

　
田
 
中
 
　
敏
 
信
　
様
 

　
藤
 
島
　
　
ト
シ
子
　
様
 

 県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状
伝
達
 

　
江
 
口
　
　
か
お
り
　
様
 

 県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
状
伝
達
 

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
御
桜
乃
里
　
様
 

　
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
　
　
一
期
一
会
荘
　
様
 

 日
本
お
も
ち
ゃ
図
書
館
財
団
表
彰
 

　
大
口
お
も
ち
ゃ
図
書
館
　
さ
 
く
 
ら
　
様
 

  

式典の様子 

大
口
町
福
祉
の
つ
ど
い
　
開
催

大
口
町
福
祉
の
つ
ど
い
　
開
催
 

第
二
十
一
回

第
二
十
一
回
 

第
二
十
一
回
 

佐橋　美音 

（西小） 

水野　英恵 

（北小） 

笹山　晏未 

（大中） 

伊藤　早織（大中） 

稲波　琴音 

（西小） 

大
口
町
福
祉
の
つ
ど
い
　
開
催
 

澤田　裕莉香 

（大中） 
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　11月７日と８日にふれあいまつりがおこ

なわれました。今年もたくさんのボランティ

アさんが参加しました。 

　わたがしコーナーでは、大口中学校１年生

の生徒さんが、わたがし作りとその販売に参

加。わたがし作りは初めてだということでし

たが、手つきはなかなかのもので、できあが

りもふんわりおいしそう。小さな子に手渡す

ときは、落とさないように気を配りながら活

動していました。参加している生徒さんに「ボ

ランティアに参加してどうかな？」と聞くと

「とても、楽しい。ボランティアに参加する

までは、ボランティアってもっと難しいと思

っていたけど、実際に参加してみると、楽し

い。これからもいろんなボランティアに参加

してみたい」とのことでした。 　うさぎとかめの高齢者疑似体験コーナー

で活動していたボランティアさんは、参加

した子どもたちに、ただ、器具をつけて歩

かせるだけでなく、「まわりを見てごらん、

どんなふうに見える？」「この字は読める？」

「早く歩けるかな？」などと聞き、子ども

たちの口から、「よく見えないなぁ」「う

まく歩けないなぁ」と、体感したことを言

葉で確認することもしていました。さすが

ベテランのボランティアさん。器具をはず

した子どもたちは、「はぁ～、若い子にも

どれたよ～」「よく見えなかった。食べ物

がうまく口に入れられなくて、ボランティ

アさんに食べさしてもらった」「おばあち

ゃんと一緒に住んでるけど、うまく歩けな

くなったら、ちゃんと手をつないで歩いて

あげたい」などの感想を話してくれました。 
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■　編集後記　■　取材･作成／編集ボランティア　OZ  

　我が家の飼い猫、毛足が長いので毎日のブラッシングがかかせ

ません、それでも、ブラッシングの仕方が悪いのか毛玉ができて

しまって、１年に１回体の毛を刈る羽目に、毛玉のできてないフ

サフサのシッポを残し刈られた姿は新種のキツネのよう、ところ

が昨年、とうとう自慢のフサフサシッポにも毛玉ができてしまい

ました。先っぽを残してバリカンで刈られた姿は、同じネコ科で

も、今年の干支の寅ではなく、ライオンの様になってしまった我

が家の猫でした。 

恥
ず
か
し
な
が
ら
、
初
め
て
の

後
ろ
姿
初
公
開
で
す
ぅ
・
・
。

し
っ
ぽ
は
、
ち
ょ
っ
と
扇
風
な

の
で
、
め
で
た
さ
を
感
じ
て
く

だ
さ
い
ま
せ
〜
。
に
ゃ
ん
。 

～おもちゃ病院 

　　　　スタッフ募集～ 

おもちゃが好きな人 

直すのが得意な人 

一緒に活動しませんか～？ 

　「おもちゃ病院　おおぐち」を立ち上げて３年。今までに直したおもち

ゃは、160個近くあります。最初の頃は、本当におもちゃを持ってきても

らえるのか、持ってきてもらっても直せるのか・・・など、いろいろな不

安があったようです。立ち上げた時にも、取材をさせてもらいましたが、

とても緊張していた様子を思い出しました。でも、今ではおもちゃを直す

ことはもちろんのこと、依頼者さんとのやりとりも、余裕ある笑顔で活動

しています。それはまるで小児病院のスタッフさんのようでした。 

おもちゃ病院　おおぐち 

診療受付時間：毎月第２土曜日　10：00～12：00 

場　　　　所：ほほえみプラザ 

料　　　　金：原則無料 

300円以下の部品交換が発生した場合、部品代をいただくこ

ともあります。300円をこえる場合は、依頼主と相談の上、

治療をおこないます。症状により入院もあります。 

受付できないおもちゃ 

・ゲーム機（ＤＳ、ＰＳＰ等）・弾丸のでるおもちゃ 

・アンティーク（ブリキ製等）・熱のでるおもちゃ（綿菓子機等） 

・製品補償期間中のおもちゃ 
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寒い毎日が続きますが、子どもを連れて出かけてみませんか？公園は寒いけど、室内なら大丈夫。近く

て気楽に遊べるところを紹介します。子どもは喜ぶし、ママには新しい友だちができるかも。 

あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします 
 

　子育て中の方たちに役立つ情報を発信している「まみーぽけっと」は、活動の幅をひろげ社会的な信

用を得るため、特定非営利活動法人になることを決意しました。(４月からの予定) 

　これから、さらにパワーアップして、みなさんのお役に立てるような団体にしたいと思います。 

　　　　【児童センターの広場】 

☆南児童センター・めだか広場 

☆北児童センター・コアラ広場 

☆西児童センター・ちびっこ広場 

毎週月曜日・ 

金曜日開催 

10:30～11:30

３歳までの 

親子が対象です 

親子遊びを中心に手遊び・運動

遊び・絵本などをしています 

定員なし 

自由参加です 

【おもちゃ図書館さくら】 

場　所　健康文化センター２階 

日　時　第２土曜日・第３木曜日 

　　　　  10：00～15：00 

内　容　自由参加。 

おもちゃを通してお母さんやボラン

ティアさんと一緒に、心やからだで

楽しさを感じてもらうところです。 

【ちゃいるど・スペース尾北】 

場　所　愛栄ふれあいプラザ(月曜日)・江南市 

　　　　子どもと文化の森事務所(火曜日)・余野 

日　時　毎週月・火曜日 10：00～12：00 

対　象　未就園児親子 

会　費　１組３００円 

内　容　絵本や木のおもちゃがいっぱいのスペー

スで、乳幼児と親が気軽に集まれる場所

です。 

連絡先　子どもと文化の森　９４－１２２３ 

【ふらっとルーム】 

場　　所　南児童センター 

日　　時　毎週木曜日 

　　　　　10：00～14：30 

利用料金　３００円１ドリンク付き 

託　　児　４００円/1時間　 

内　　容　ママ達の趣味や特技を提供

するチャレンジスペースを

週替わりで開催。ランチも

あります。 

連 絡 先　まみーぽけっと　　 

探してします
　まみーぽけっとは、事務所になるようなところを探し

ています。 

空き家でも空いている土地でもいいです。 

格安で貸してくださるところをご存知あり 

ませんか？ 

情報をお寄せください。 

まみーぽけっと　　０９０−９１２５−６８０４ 

　　　　　　　　　月～金　10時から15時 

【編集】NPO登録団体「まみーぽけっと」 
 
【HP】http://www.geocities.jp/mammypocket/ 
      newpage9.htm 

大口
子育て情報
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　靴のサイズはあくまでも目安ですから、実際に履いて歩いてみてください。腰痛、膝関節痛の方でも自分

に合った靴で症状が改善することもありますよ。『健康は歩くことで作られる』 

『上手な靴の

選び方』

　平成13年度の調査ですが、歩いている時に転んだ高齢者の

52.8%の方は、『履物が原因』で転んでいます。なんと2人に1

人という結果で、原因になった履物は男女とも『つっかけ』が

第１位でした。 

　高齢者にとって履物はおろそかにできない重要なアイテムだ

と言えますね。そこで今回は『上手な靴の選び方』をご紹介し

ます。 

さあ！あなたにピッタリの靴でお散歩に出掛けませんか！ 

介護豆知識 

�良い靴とは 

�高齢者用の靴は工夫がいっぱい！ 

①　踵（かかと）がしっかりしていて、歩いた時踵が抜けな

い事 

②　靴底は足指の付け根部分が曲がり、土踏まずは盛り上が

ってしっかり支えてくれる事 

③　爪先は１㎝ほどゆとりがあり、足指が地面を踏みしめる

動きができる事 

④　ヒールは踵にかかる体重の衝撃を緩和して保護してくれる。 

　　ヒールがないと体が後に倒れないように前かがみの姿勢

になり易いので、2～3㎝のヒールは必要。 

①　すべりにくい靴底 

　片足だけでも買える 

②　爪先が反り上がり 

　つまづき難い 

③　踵に取っ手が付いていて、 

　かがまず履きやすい 

④　幅広サイズ７Ｅまで 

　揃っている。 

⑤　履き口が広くて履き 

　やすい 

⑥　足の長さが違っても、靴底 

　の高さが５㎝まで変えられる 

① 

② 
③ 

④ 
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お
知
ら
せ
 

　
社
協
だ
よ
り
に
て
、
福
祉
に
関
し

て
、
み
な
さ
ん
の
感
じ
て
い
る
こ
と

を
掲
載
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
 

 　
採
用
さ
れ
た
方
に
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
よ
り
薄
謝
進
呈
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
 

　
先
日
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
一
通
の
文
章

が
届
き
ま
し
た
。
 

　
こ
の
文
章
は
、
ハ
ン
デ
ィ
ー
を
お
持
ち
に

な
っ
て
い
る
妹
さ
ん
の
こ
と
を
通
じ
、
世
の

中
に
訴
え
る
お
姉
さ
ん
の
気
持
ち
を
綴
っ
た

文
章
で
す
。
 

        　
み
な
さ
ん
は
、
障
が
い
者
に
対
し
て
「
か

わ
い
そ
う
」
と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
 

　
私
は
、
障
が
い
者
に
対
し
て
「
か
わ
い
そ

う
」
と
思
う
人
は
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人

の
こ
と
を
他
人
事
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
 

　
な
ぜ
な
ら
、
障
が
い
を
持
っ
て
産
ま
れ
た

の
が
、
た
ま
た
ま
そ
の
人
だ
っ
た
だ
け
で
私

た
ち
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
す
。
 

　
私
に
は
、
双
子
の
妹
が
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
の
一
人
は
聴
覚
障
が
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
も
し
か
し
た
ら
自
分
が
障
が
い
者

に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
、
と
身
近
に

感
じ
ら
れ
ま
す
。
 

　
「
か
わ
い
そ
う
」
と
思
う
こ
と
は
、
上
か

ら
見
下
し
て
い
る
よ
う
に
も
聞
こ
え
ま
す
。

人
間
に
は
、
目
、
耳
、
鼻
、
口
、
手
、
足
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
少
し
で
も
不
自
由

な
だ
け
で
普
通
の
健
康
な
人
と
同
じ
人
間
で

あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
の

に
、
同
じ
人
間
に
対
し
て
「
か
わ
い
そ
う
」

と
思
う
こ
と
は
失
礼
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

　
私
た
ち
は
、
障
が
い
者
に
対
し
て
「
か
わ

い
そ
う
」
と
他
人
事
の
よ
う
に
言
う
の
で
は

な
く
、
そ
の
障
が
い
に
つ
い
て
理
解
し
、
同

じ
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
で

や
っ
と
、
障
が
い
者
に
と
っ
て
不
便
な
こ
と

や
私
た
ち
に
は
何
が
で
き
る
の
か
が
分
か
る

か
ら
で
す
。
 

　
多
く
の
方
が
、
障
が
い
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
れ
ば
差
別
や
い
じ
め
と
い
う
も
の
は
少

な
く
な
り
、
暮
ら
し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま

す
。
 

　
私
の
妹
は
、
聴
覚
障
が
い
者
で
す
が
、
外

見
で
は
あ
ま
り
分
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
言

葉
も
話
さ
れ
る
の
で
気
づ
か
れ
な
い
こ
と
が

多
い
の
で
す
。
し
か
し
、
言
葉
が
う
ま
く
話

せ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
た
く
さ
ん
の
苦

労
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
産
ま
れ
て
か
ら
す
ぐ
、
父
や
母
と
一
緒
に

発
音
や
息
を
は
く
練
習
を
し
た
り
、
た
く
さ

ん
の
音
を
聞
い
た
り
、
色
々
な
物
の
名
前
を

紙
に
書
い
て
は
っ
た
り
な
ど
、
様
々
な
努
力

を
し
て
き
た
か
ら
今
、
普
通
の
人
と
同
じ
よ

う
に
会
話
が
で
き
る
の
で
す
。
 

　
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人
が
自
ら
「
自
分

は
障
が
い
者
で
す
。
」
と
言
う
こ
と
は
、
と

て
も
勇
気
の
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
せ
い
で
、
い
じ

め
ら
れ
た
り
、
差

別
を
さ
れ
た
り
す

る
人
も
い
る
か
ら

で
す
。
 

　
障
が
い
者
で
良

か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
妹
の
お
か
げ
で
、

た
く
さ
ん
の
人
と
ふ
れ
合
い
、
た
く
さ
ん
の

経
験
が
で
き
た
か
ら
で
す
。
 

　
今
、
妹
は
小
学
六
年
生
で
す
が
、
聴
覚
障

が
い
を
持
っ
て
い
る
子
が
行
く
ろ
う
学
校
で

は
な
く
、
普
通
の
近
所
の
小
学
校
へ
通
っ
て

い
ま
す
。
耳
が
聞
こ
え
な
く
て
も
、
ピ
ア
ノ

や
習
字
な
ど
色
々
な
こ
と
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
出
会

っ
た
先
生
や
友
だ
ち
は
、
妹
の
障
が
い
を
よ

く
理
解
し
て
く
だ
さ
り
、
い
じ
め
や
差
別
す

る
こ
と
な
く
自
然
に
接
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
 

　
そ
れ
は
、
「
耳
が
聞
こ
え
な
い
か
ら
嫌
い
」

と
言
っ
た
り
せ
ず
に
「
一
緒
に
遊
ぼ
う
」
と

誘
っ
て
く
れ
た
り
、
授
業
中
の
先
生
の
声
が

聞
こ
え
な
い
と
近
い
席
の
子
が
教
え
て
く
れ

た
り
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
の
お
陰
で
、

妹
は
、
様
々
な
こ
と
に
挑
戦
で
き
て
い
る
と

思
い
ま
し
た
。
 

　
し
か
し
、
世
の
中
全
て
の
人
が
暮
ら
し
や

す
い
環
境
に
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
、
障
が
い
を
持
っ
て
い
る
人
だ
け
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
病
気
を
持
っ
て
い
る

人
、
学
校
で
の
い
じ
め
も
な
く
な
っ
て
は
い

ま
せ
ん
。
 

　
そ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
し
て
い
く
た
め

に
も
、
そ
の
人
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
立

っ
て
気
持
ち
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

　
私
は
、
聴
覚
障
が
い
者
の
家
族
と
し
て
、

障
が
い
者
に
対
し
て
「
か
わ
い
そ
う
」
と
思

う
人
が
減
り
、
自
分
が
障
が
い
者
に
な
っ
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
て

障
が
い
者
に
接
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
ま
た
も
っ
と
多
く
の
人
に
こ
の
よ
う
な
障

が
い
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
。
 

 

障
が
い
者
に
対
す
る
 

　
　
正
し
い
理
解
 

中
学
校
二
年
生
の
生
徒
さ
ん
作
 

　
い
か
が
で
し
た
か
。
 

 作
者
の
想
い
が
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
 

　
　
伝
わ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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九
月
十
八
日
に
町
内
高
齢
者
施
設
に
お
い

て
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
大
口
町
及
び
社
会
福

祉
協
議
会
よ
り
、
お
祝
い
の
言
葉
と
お
祝
い

品
が
贈
ら
れ
、
受
け
取
ら
れ
た
み
な
さ
ん
は
、

満
面
の
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
 

      　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
町
内
小
学
校
の

児
童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
「
福
祉

実
践
教
室
」
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
普
段
の
授
業
で
は
、
あ
ま
り
触
れ
る
事
が

少
な
い
「
福
祉
」
に
つ
い
て
、
当
事
者
（
障

が
い
を
お
持
ち
の
方
）
の
方
々
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
さ
ん
が
協
力
し
合
い
福
祉
授
業
を
行
い

福
祉
授
業
を
通
じ
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
へ

の
理
解
を
深
め
、
思
い
や
り
の
大
切
さ
を
学

ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
当
事
者
の
方
々
の
話
を
聞
く
こ
と

に
よ
り
、
児
童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
が
、
普

段
気
に
な
ら
な
い
事
が
当
事
者
の
方
々
に
と

っ
て
は
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
を
知
る
こ
と

が
出
来
、
実
践
教
室
を
通
じ
考
え
さ
せ
ら
れ

る
事
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
 

　
福
祉
実
践
教
室
は
共
同
募
金
配
分
金
に
て

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
 

 
平
成
二
十
一
年
度
　
開
催
実
績
 

 大
口
北
小
学
校
　
三
年
生
 

十
一
月
六
日
　
　
・
手
話
教
室
 

　
　
　
　
　
　
　
・
高
齢
者
擬
似
体
験
教
室
 

　
　
　
　
　
　
　
・
車
い
す
教
室
 

　
十
二
月
十
六
日
・
盲
導
犬
教
室
 

 大
口
西
小
学
校
　
六
年
生
 

　
十
一
月
十
日
　
・
手
話
教
室
 

　
十
一
月
十
三
日
・
車
い
す
教
室
 

　
十
一
月
二
十
日
・
点
字
教
室
 

　
十
二
月
四
日
　
・
高
齢
者
擬
似
体
験
教
室
 

　
十
二
月
七
日
　
・
盲
導
犬
教
室
 

 大
口
南
小
学
校
　
十
一
月
十
八
日
 

　
三
年
生
　
　
　
・
手
話
教
室
 

　
四
年
生
　
　
　
・
点
字
教
室
 

　
五
年
生
　
　
　
・
車
い
す
教
室
 

　
六
年
生
　
　
　
・
盲
導
犬
教
室
 

　
四
半
世
紀
の
歴
史
を
持
つ
「
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
」
が
、
今
年
も
各
団
体
の
ご
協

力
に
よ
り
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
、
当
事
者
の
方
々
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
、
大
会
関
係
者
あ
わ
せ
て
三
〇
〇
名

（
前
日
準
備
含
む
）
の
参
加
者
で
行
わ
れ
、
 

　
講
師
（
当
事
者
）
の
み
な
さ
ん
、
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の
み
な
さ
ん
、

福
祉
教
室
サ
ポ
ー
タ
ー
の
み
な
さ
ん
　

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
 

　
今
年
度
も
大
口
町
防
災
訓
練
へ
、
社
協
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
登
録
の
、
「
Ｄ
・
サ

ポ
ー
ト
丹
羽
」
・
「
災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
の
皆
さ
ん
が
、
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
を

開
設
し
、
住
民
の
方
々
へ
防
災
活
動
の
Ｐ
Ｒ

を
実
施
し
ま
し
た
。
 

　
二
団
体
の
皆
さ
ん
は
、
常
日
頃
か
ら
防
災

（
減
災
）啓
発
活
動
を
し
て
お
り
、
町
防
災
訓

練
を
通
じ
、
訓
練
参
加
者
の
皆
さ
ん
へ
被
災

後
の
対
応
方
法
を
伝
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
 

当
日
の
活
動
内
容
 

・
 ハ
ソ
リ
を
使
っ
て
非
常
食
作
成
 

・
 車
い
す
の
扱
い
方
 

・
 簡
易
担
架
の
作
り
方
 

・
 災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｒ
 

 ※
 
前
記
の
二
団
体
は
、
各
地
区
主
催
の
防

災
訓
練
等
に
出
向
き
、
防
災
に
つ
い
て

の
講
義
を
し
ま
す
の
で
、
活
用
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
 

お
問
合
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
 

お祝い品を手渡す 
　　　　　舟橋副会長 

非常食作成中 

社
協
ト
ピ
ッ
ク
ス

社
協
ト
ピ
ッ
ク
ス

社
協
ト
ピ
ッ
ク
ス

社
協
ト
ピ
ッ
ク
ス

社
協
ト
ピ
ッ
ク
ス

9／6

町
防
災
訓
練
に
て

町
防
災
訓
練
に
て

町
防
災
訓
練
に
て

9／18
9／26

敬

老

事

業

敬

老

事

業

 

敬

老

事

業

 

大
口
町
障
が
い
者

大
口
町
障
が
い
者
 

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
 

大
口
町
障
が
い
者
 

　
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
 

第
二
十
五
回
 

町
内
小
学
校

町
内
小
学
校
 

 
福
祉
実
践
教
室
が

福
祉
実
践
教
室
が
 

 
 
開
講
さ
れ
ま
し
た

開
講
さ
れ
ま
し
た
 

町
内
小
学
校
 

 
福
祉
実
践
教
室
が
 

 
 
開
講
さ
れ
ま
し
た
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あっという間に売り切れてしまう、 

ふれまつ名物　激ウマ「トン汁」 

八
種
類
の
競
技
と
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今

年
度
も
丹
羽
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
の
メ
ン
バ

ー
に
よ
る
楽
器
演
奏
。
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
参

加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
、
競
技
に
参
加
し
た

り
、
楽
器
演
奏
に
体
を
動
か
し
た
り
と
、
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
を
思
う
存
分
味
わ
っ
て
み
え
ま

し
た
。
 

　
今
回
ご
協
力
い
た
だ
い
た
丹
羽
高
等
学
校

吹
奏
楽
部
の
み
な
さ
ん
は
、
演
奏
以
外
に
も

ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
競
技
全
般
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
、
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
同
世
代
の
大
会
参
加
者
は
、
一
年
ぶ
り
に

会
っ
た
仲
間
と
、
楽
し
げ
に
一
緒
に
な
っ
て

競
技
に
参
加
し
た
り
、
高
齢
の
参
加
者
は
孫

的
な
ボ
ラ
さ
ん
と
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
　
 

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
な

っ
て
盛
り
上
げ
て
い
け
れ
る
「
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
」
が
実
施
で
き
れ
ば
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。
 

　
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
、
半
世
紀
（
第
五
十

回
）
が
実
現
で
き
る
と
い
い
で
す
ネ
！
 

　
視
覚
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
へ
、
文
章
等

（
広
報
誌
・
新
聞
・
書
籍
）
を
声
に
て
（
音

訳
し
て
）
情
報
を
伝
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育

成
の
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
全
日
程
八
日
間
と
い
う
長
い
講
座
で
し
た

が
、
受
講
生
の
皆
さ
ん
は
、
真
剣
な
眼
差
し
で

受
講
し
て
い
た
だ
き
、
講
座
修
了
後
は
、
音

訳
サ
ー
ク
ル
に
加
入
し
活
動
し
て
み
え
ま
す
。
 

     　
今
年
で
、
十
回
目
と
な
り
ま
す
「
晴
れ
晴

れ
会
」
が
、
昨
年
と
同
様
一
泊
旅
行
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
今
年
は
、
浜
松
市
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
浜

名
湖
立
体
花
博
モ
ザ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
」
を
主

に
出
掛
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
博
覧
会
は
三

年
に
一
回
開
催
さ
れ
る
万
国
博
覧
会
で
、
日

本
で
は
初
め
て
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
、
草
花
で
立
体
的
に
作
ら

れ
た
作
品
を
、
ゆ
っ
た
り
と
鑑
賞
し
て
き
ま

し
た
。
今
回
は
、
大
口
町
身
障
協
会
の
一
泊

旅
行
と
合
同
開
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
宿

で
の
晩
ご
飯
で
は
、
参
加
者
一
同
和
気
あ
い

あ
い
の
中
、
と
て
も
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
 

       「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
2
0
0
9
」
に
お
い
て

毎
年
恒
例
に
な
り
ま
し
た
「
ふ
く
し
わ
く
わ

く
ラ
ン
ド
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
福
祉
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
や
ゲ
ー
ム
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
企
画

で
、
中
で
も
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
と

ん
汁
」
や
母
子
寡
婦
福
祉
会
に
よ
る
「
わ
た

が
し
」
の
販
売
は
今
年
も
大
人
気
で
列
が
と

ぎ
れ
る
こ
と
も
な
く
完
売
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
は
七
つ
の
福
祉

ブ
ー
ス
を
ク
リ
ア
す
る
と
豪
華
三
角
ク
ジ
で

の
お
楽
し
み
も
あ
り
親
子
で
の
参
加
も
多
く
、

ま
た
こ
れ
で
一
歩
福
祉
が
身
近
な
も
の
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
　
　
 

　
参
加
サ
ー
ク
ル
は
な
で
し
こ
・
わ
た
ぼ
う

し
・
要
約
筆
記
ス
マ
イ
ル
大
口
・
大
口
町
手

話
サ
ー
ク
ル
・
高
齢
者
擬
似
体
験
う
さ
ぎ
と

か
め
・
Ｄ
サ
ポ
ー
ト
丹
羽
・
災
害
救
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
７
サ
ー
ク
ル
、
ま
た
各
ブ
ー
ス

に
加
え
お
も
ち
ゃ
図
書
館
さ
く
ら
・
お
も
ち

ゃ
病
院
大
口
な
ど
の
子
ど
も
ブ
ー
ス
な
ど
、

ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
思
考
を
こ
ら
し
た
内
容
で

し
た
。
さ
ら
に
今
年
は
大
口
中
学
校
の
皆
さ

ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
さ
れ
各
コ
ー
ナ

ー
は
大
変
な
盛
り
上
が
り
よ
う
で
し
た
。
 

　
今
後
も
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
福
祉

の
体
験
や
情
報
発
信
を
し
て
い
け
れ
ば
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
 

大会の一コマ 

講義中の一コマ 

大盛り上がりのブース内 

大中のボランティアさん 

お疲れ様でした～！ 

10／8

11／7

10／28

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

入
門
講
座
開
講

入
門
講
座
開
講

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

入
門
講
座
開
講

「
晴
「
晴
れ
晴
れ
会
」
会
」実
施
実
施
 

「
晴
れ
晴
れ
会
」実
施
 

（
旧
称
　
大
口
町
重
度
身
体
障
が
い
者
旅
行
） 

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
2009 
ｉｎ
 

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
2009 
ｉｎ
 

ふ
く
し
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
開
催

ふ
く
し
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
開
催

ふ
く
し
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
開
催

ふ
く
し
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
開
催

ふ
く
し
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
開
催
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大
口
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
で
は
、
去
る
十

一
月
十
二
日
（
木
）
会
員
相
互
の
親
睦
と
交

流
を
目
的
に
浜
松
モ
ザ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー
世
界

博
を
メ
イ
ン
に
日
帰
り
旅
行
へ
い
っ
て
き
ま

し
た
。
当
日
は
三
十
名
ほ
ど
の
参
加
が
あ
り

壮
大
な
世
界
各
国
の
出
展
作
品
を
見
学
、
広

い
会
場
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
す
べ
て
回
ら

れ
た
方
も
多
数
お
み
え
に
な
り
芸
術
の
秋
を

十
分
満
喫
し
ま
し
た
。
 

           　
町
民
み
な
さ
ま
の
心
配
ご
と
、
悩
み
ご
と

の
相
談
に
経
験
豊
か
な
相
談
員
が
応
じ
ま
す
。
 

 　
電
話
予
約
も
可
能
で
す
（
待
た
ず
に
相
談

で
き
ま
す
）
 

 開
設
日
　
毎
月
第
一
〜
第
四
水
曜
日
　
　
　
 

時
　
間
　
第
一
、
三
水
曜
日
 

　
　
　
　
午
前
十
時
〜
午
後
三
時
三
十
分
 

※
 十
二
時
〜
十
三
時
は
閉
所
 

第
二
、
四
水
曜
日
 

午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時
三
十
分
 

場
　
所
　
大
口
町
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
二
階

社
協
相
談
室
 

担
当
相
談
員
 

第
一
、
三
水
曜
日
　
・
県
母
子
自
立
支
援
員
 

　
　
　
　
　
　
　
　
・
県
女
性
相
談
員
 

第
二
水
曜
日
　
　
　
・
民
生
委
員
 

　
　
　
　
　
　
　
　
・
身
障
相
談
員
 

第
四
水
曜
日
　
　
　
・
母
子
会
代
表
 

　
　
　
　
　
　
　
　
・
知
的
相
談
員
 

             　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
町
内
に
お
住
ま

い
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
方
で
大
口
町
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
さ
れ
、
今
春
保
育
園
、
幼
稚

園
、
小
学
校
等
卒
業
予
定
の
お
子
さ
ん
が
お

み
え
に
な
る
世
帯
に
対
し
卒
業
と
新
た
な
門

出
を
祝
し
て
お
祝
金
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。
 

 対
象
者
　
　
大
口
町
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

さ
れ
今
春
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小

学
校
等
卒
業
予
定
の
お
子
さ
ん
が

お
み
え
に
な
る
世
帯
 

内
　
容
　
　
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん
一
名
に

つ
き
三
千
円
の
お
祝
金
を
贈
呈
し

ま
す
 

手
続
き
　
　
社
会
福
祉
協
議
会
窓
口
に
お
い

て
申
請
を
受
付
し
ま
す
（
代
理
可
）
 

期
　
間
　
平
成
22
年
２
月
15
日
（
月
） 

　
　
　
　
　
　
　
か
ら
３
月
12
日
（
金
）
 

　
　
　
　
　
　
　
（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）
 

時
　
間
　
午
前
８
時
30
分 

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
午
後
５
時
30
分 

　
（
時
間
等
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
相
談
可
）

　
ご
持
参
い
た
だ
く
も
の
 

　
＊
印
鑑
・
母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証
 

　
　
又
は
子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
 

　
　
た
だ
し
 

代
理
申
請
の
場
合
は
代
理
の
方
が
本
人

確
認
で
き
る
も
の
（
保
険
証
等
）
 

 問
合
せ
先
　
　
社
会
福
祉
協
議
会
 

　
　
　
　
　
　
　
電
話
　
９
４
―
０
０
６
０
 

     テ
ー
マ
﹁
地
域
愛
﹂
 

〜
出
あ
い
　
ふ
れ
あ
い
　
支
え
あ
い
〜

　
　

”み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
地
域
力
”
 

 日
時
　
平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
四
日
（
日
）
 

場
所
　
稲
沢
市
勤
労
福
祉
会
館
 

　
　
　
稲
沢
市
朝
府
町
５
―
１
 

参
加
費
　
無
料
 

 内
容
 

　
十
時
三
十
分
〜
　
講
演
会
 

　
　
　
講
師
　
館
林
　
千
賀
子
氏
 

　
　
　
「
介
助
犬
ア
ト
ム
と
と
も
に
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
で
暮
ら
し
て
」
 

 　
十
三
時
〜
　
分
科
会
 

①
防
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
 

②
次
世
代
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
と
明
る

い
地
域
づ
く
り
と
の
関
わ
り
 

③
い
き
い
き
サ
ロ
ン
 

④
「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
つ
い
て
理

解
し
よ
う
 

⑤
「
支
え
上
手
　
支
え
ら
れ
上
手
　
 

 
〜
利
用
者
の
声
を
聴
く
〜
　
 

お
問
合
せ
申
込
み
 

社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
 

秋
の
日
帰
り
旅
行
開
催

秋
の
日
帰
り
旅
行
開
催
 

秋
の
日
帰
り
旅
行
開
催

秋
の
日
帰
り
旅
行
開
催
 

秋
の
日
帰
り
旅
行
開
催

秋
の
日
帰
り
旅
行
開
催
 

秋
の
日
帰
り
旅
行
開
催
 

〜
新
た
な
門
出
を
 

　
　
　
　
 
お
祝
い
し
ま
す
〜
 

心
配
ご
と
相
談
所
開
設
の
ご
案
内

心
配
ご
と
相
談
所
開
設
の
ご
案
内
 

心
配
ご
と
相
談
所
開
設
の
ご
案
内
 

全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
あ
い
ち
・
な
ご
や
継
承
事
業
 

西
尾
張
ブ
ロ
ッ
ク

西
尾
張
ブ
ロ
ッ
ク
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
が
開
催
さ
れ
ま
す

が
開
催
さ
れ
ま
す
 

西
尾
張
ブ
ロ
ッ
ク
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

 
 
 
 
 
 
が
開
催
さ
れ
ま
す
 

母
子
寡
婦
福
祉
会
 

社
協
伝
言
板

社
協
伝
言
板

社
協
伝
言
板

社
協
伝
言
板

社
協
伝
言
板
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　生活福祉資金の貸付については、現下の厳しい雇用経済情勢に対応するため、セーフティネット施策の

ひとつとしてよりよく機能することを目的として、本制度の抜本的見直しが図られ、平成21年10月１日よ

り新たに施行されることとなりました。資金の種類は以下のとおりです。なお、貸付条件等、詳しくは社

会福祉協議会にお問い合わせください。 

■ 総合支援資金 ■ 
 

　失業者等、日常生活全般に困難を抱えて

おり、生活の立て直しのために継続的な相

談支援（就労支援、家計指導等）と生活費

及び一時的な資金を必要とし、貸付を行う

ことにより自立が見込まれる世帯への生活

資金 

（１）生活支援費 

　　　生活再建までの間に必要な生活費用 

（２）住宅入居費 

　　　敷金・礼金等賃貸契約を結ぶために

必要な費用 

（３）一時生活再建費 

　　　生活を再建するために一時的に日常

生活費を賄うことが困難である費用 

 

■ 教育支援資金 ■ 
 

（１）教育支援費 

　　　学校教育法に規定する高校、大学又

は高等専門学校に就学するために必

要な経費 

（２）就学支度費 

　　　教育支援費の貸付対象となる学校へ

の入学に必要な経費 

 

■ 不動産担保型生活資金 ■ 
 

　一定の居住用不動産を有し、低所得で65

歳以上の高齢者世帯の方への不動産を担保

とした生活資金 

■ 福祉資金 ■ 
 

（１）福祉費 

　①生業を営むために必要な経費 

　②技能習得に必要な経費及びその期間中

の生計を維持するために必要な経費 

　③住宅の増改築、補修等及び公営住宅の

譲り受けに必要な経費 

　④福祉用具等の購入に必要な経費 

　⑤障害者自動車の購入に必要な経費 

　⑥中国残留邦人等にかかる国民年金保険

料の追納に必要な経費 

　⑦負傷又は疾病の療養に必要な経費及び

その療養期間中の生計を維持するため

に必要な経費 

　⑧介護サービス、障害者サービス等を受

けるために必要な経費及びその期間中

の生計を維持するために必要な経費 

　⑨災害を受けたことにより臨時に必要と

する経費 

　⑩冠婚葬祭に必要な経費 

　⑪住居の移転等、給排水設備等の設置に

必要な経費 

　⑫就職、技能修得等の支度に必要な経費 

　⑬その他日常生活上一時的に必要な経費 

 

（２）緊急小口資金 

　緊急的かつ一時的に、生計の維持が困難

となった場合に必要な経費 

 

■ 臨時特例つなぎ資金 ■ 
 

　住居のない離職者で、離職者支援の公的

給付貸付制度の申請を受理された生活困窮

者に対して、資金交付までの間の当面の生

活資金 

お問い合わせ先　大口町社会福祉協議会　　大口町伝右一丁目35番地　ほほえみプラザ2階 
電話　９４－００６０　ﾌｧｯｸｽ　９４－００５９ 

生活福祉資金貸付制度の見直しが行われました 


	69_01.pdf
	69_02.pdf
	69_03.pdf
	69_04.pdf
	69_05.pdf
	69_06.pdf
	69_07.pdf
	69_08.pdf
	69_09.pdf
	69_10.pdf
	69_11.pdf
	69_12.pdf
	69_13.pdf
	69_14.pdf

